
指標 

Process

期間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子 

Ａ）開設者と直接関係のない他の病院又は診療所から紹介状

により紹介された一ヶ月間の患者数 

Ｂ）開設者と直接関係のない他の病院又は診療所への一ヶ月

間の紹介患者数 

・救急件数に左右されるため、日本病院会の定義と同じく救

急搬入は含めない。 

・診療情報提供料を算定した患者数 

分母 

一ヶ月間の初診患者数－（①救急自動車により搬送された患

者 

＋②休日又は夜間に受診した患者（休日、時間外加算患者数）

＋③健康診断を目的に受診し、治療を開始した患者） 

地域医療支援病院の紹介率・逆紹介率の初診患者数の算出方

法による 

収集 

期間 
１ヶ月毎  

調整 

方法 

紹介・逆紹介患者率 
Ａ）紹介患者率 Ｂ）逆紹介患者率 

Ａ）紹介患者率 

 中央値は18.73％→25.29％と6.56％の大幅増加となり、25パーセンタイル値についても11.05％→14.37％と

3.32％の増加となりました。紹介率の分布としては、40%以上が18病院、50%以上が11病院、60%以上が8病院と

なり、昨年とほぼ同等の水準となっています。しかし、3月以降、新型コロナウイルス感染症の影響による受診

抑制によると考えられる初診患者数の減少により、相対的に紹介率が増加している病院が一定数存在していま

す。そのような状況の中で、2020年後半には病院規模に関わらず紹介患者数の増加が見られ、2019年の考察に

ある「地域の医療機関からの信頼を得て紹介率をあげる取り組み」が下支えとなり、より一層の信頼を勝ち取

ることができているのではないかと考えられます。 

Ｂ）逆紹介患者率 

 中央値は25.13％→27.83％と2.7％の増加となっています。そして、75パーセンタイル値が39.33％→49.84％

と10.51％の大幅増加、最大値が72.98％→84.77％と11.79％の大幅増加となっています。逆紹介率の年次推移

では、病院規模の大小に関わらず、前年よりも10％以上増加している病院が多く、紹介していただいた患者を

抱え込むことなく、地域の医療機関にお返ししていることがうかがえます。逆紹介率の分布としては、60％以

上が13病院と、昨年の8病院より大幅に増加しています。昨年は大半の施設で30%以下であったことから考える

と、状況は大幅に改善していると読み取ることができます。しかし、一部では逆紹介率が大幅に下がっている

病院も散見されるのは注意が必要です。 

いずれの指標についても、地域の中での位置づけによりその割合は異なるため、病院間の相対的な比較はでき

ませんが、経営指標の一つとしてこれらの指標が活用され、経時的な変化を捉えることが重要だと考えられま

す。 
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指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

考察 

・他の医療機関との連携、機能分化を促すための指標 

2020年間数値報告 

Ａ) 紹介患者率  

最小値 2.24  25％値 14.37  中央値 25.29  75％値 41.57  最大値 76.19 

Ｂ) 逆紹介患者率  

最小値 2.73  25％値 19.41  中央値 27.83  75％値 49.86  最大値 84.77 

回答病院 A)68  B）67














